
別表

1　被災以前の施設・設備等の原状回復では、被災前の売上まで回復することが困難な理由

2　新分野事業の内容

3　上限となる補助金要望額の算出

（1）補助事業に要する費用

②設備

記号 復旧整備区分
見積金額（万円） 補助金要望額

（万円）見積事業者名
復旧する設備の名称No.

470

見積額の合計（万円）

合　　計

①設備＋②施設

小　　計 470 352

□修理・修繕　□入替
□（新分野）修理・修繕
□（新分野）入替

□修理・修繕　□入替
□（新分野）修理・修繕
■（新分野）入替

270
202

〇〇機械（株）
〇〇研磨機10

□修理・修繕　□入替
□（新分野）修理・修繕
■（新分野）入替

200
150

○○設備（株）
〇〇加工機2

補助金要望額
（万円）

小　　計

①施設

記号
見積金額（万円）

見積事業者名
復旧整備区分復旧する施設の名称

352

補助金要望額（万円）（Ａ）

□修理・修繕　□建替
□（新分野）修理・修繕
□（新分野）建替

□修理・修繕　□建替
□（新分野）修理・修繕
□（新分野）建替

□修理・修繕　□建替
□（新分野）修理・修繕
□（新分野）建替

事業詳細

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

新分野事業の
詳細

売上見込額
（万円）

現状と課題

新分野事業に関する総括表

理　　由

□新商品製造ラインの転換　□生産性向上　□従業員確保のための宿舎整備　□その他（　　　　　　　　　　）事業の種別

③新たな設備を追加し、

新分野事業に追加

③認定済み設備を

新分野事業に変更



(2）原状回復費用

（3）補助上限額の決定

≧ の場合、上限額は、（Ｂ）

≦ の場合、上限額は、（Ａ）

※いずれか低い方の金額に基づき、事業者別復興事業計画（別紙2）を作成すること

300

補助金要望額（万円）（Ｂ）

〇〇研磨機10

小　　計 401 300

113
○○設備（株）

250
187

〇〇機械（株）

〇〇加工機2

補助金要望額（Ａ） 補助金要望額（Ｂ）

補助金要望額（Ａ） 補助金要望額（Ｂ）

見積額（万円）

見積事業者名

151

401

見積額（万円）

合　　計

①設備＋②施設

小　　計

②設備

記号
補助金要望額
（万円）

被災設備の名称No.

見積事業者名

見積額（万円）
被災施設の名称記号

補助金要望額
（万円）

①施設



別添【2（２）設備一覧】

記号
（A→Z）

Ｎo．
所有
区分

所有者名 台数 設備の名称 用途・型式等 被害概要
被害額
（万円）

復旧整備
区分

移転の
有無

見積事業者名
見積金額
（万円）

補助金要望額
（万円）

2 入替（新分野）

10 自己所有 C（株） 1 〇〇研磨機 ○○○○・○○○○ 〇〇〇〇 300 入替（新分野） 無 〇〇機械（株） 250 187

300 250 187

被害状況 復旧整備の内容

合計

③新たな設備を追加し、

新分野事業に追加

③認定済み設備を新分野事業に変更


